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Chapter 1 ─ 1947

すべては南幌町の小さな店から

父・高橋為義と母・ハルコが、北海道南幌町で理容業を創業。
これが、後に札幌中心部で複数店舗を展開することになる「高橋家のヘアビジネス」のすべての出発点
でした。

戦後まもない北の大地で、夫婦が一本のハサミから始めた仕事  ──
そこに込められた誠実さと働き者の血が、その後の60年を支える原点となります。

高橋英明 講話録「運命自招」 ─ 1



Chapter 2 ─ 1964

23歳、札幌で独立

父から店を引き継ぎ、妻・一恵と二人で札幌に出る。手書きの看板、まだ若い夫婦の笑顔。

ここから60年、ハサミを置かずに走り続ける物語が始まります。1970年頃には子どもたちにも恵まれ
、家族と仕事の両輪で札幌の街に根を張っていきました。
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Chapter 3 ─ 23〜30歳

「きちがい倶楽部」の7年間

独立直後から30歳まで、理容技術大会に取り憑かれたように打ち込む。
仲間と結成したトレーニング集団は、自ら「きちがい倶楽部」と名づけるほど。

1970年、ついに北海道大会でチャンピオンに。世界の舞台 ─ パリへの切符を手にします。
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Chapter 4 ─ 1973

パリ、世界2位

「FESTIVAL DE PARIS 1973 ─ OSCAR INTERNATIONAL DUPOSTICHE MESSIEURS 2ND」。
パリ理美容技術国際大会で準優勝。

北海道の理容師が世界の頂点まで駆け上がった瞬間でした。今も大切に飾られているトロフィーと盾は
、一切の妥協を許さなかった青春の証です。
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Chapter 5 ─ 33歳

本店新築、毎週月曜20時はJAZZ生演奏

真っ白な3階建ての本店をオープン。
サロンの夜は、毎週月曜の20時から生演奏のジャズが流れる。

技術と文化が同居する、唯一無二の空間でした。お客様にとっても、スタッフにとっても、ただ髪を切
るだけではない「上質な時間」がそこにありました。
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Chapter 6

交友録 ─ 「3KM」と呼ばれた経営者仲間

業界・地域を超えた経営者仲間とのつながり。

「3KM導入セミナー」では、たった一人で独立して2社を上場させた経営者、新卒入社からグループ社
長になった創業家を支える経営者など、夢と目標を実現してきた経営者たちと並びました。

志を高く持った仲間とのご縁が、自分自身を磨き続ける原動力になっています。
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Chapter 7

ゴルフ仲間達 ─ 生涯のスポーツ

小樽カントリー倶楽部にてエージシュート達成。
（自分の年齢以下のスコアでホールアウトする、ゴルファー憧れの記録）

仲間とのラウンド、ご家族とのスキー ── スポーツを通じた絆は、84歳の今も色褪せません。
94歳の誕生日に、小樽カントリー倶楽部  18番最終ホールで94打目のパットを決める  ──
それが、今の最幸の夢です。
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Chapter 8

創業50周年 ─ ファミリーと共に

スタッフ全員で迎えた「50周年・35周年 THANKSGIVING」。

後にM&Aでサロン事業を譲渡することになりますが、家族・ファミリーとの絆はそのまま続いていま
す。
血のつながりを超えた「ファミリー」という言葉が、いちばん似合う場所です。
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Chapter 9

旅人として  ─
船旅5回、ヨーロッパ6,400km車旅（40日）

妻と二人で世界へ。
5回の船旅、欧州を40日かけて自走で巡る車旅。

「悠々と大海原に船出して 見渡す限り島影も無く」
旅先で詠んだ歌が、そのまま生き方になりました。
自由と冒険を愛する心は、年齢を重ねるほどに澄んでいきます。

高橋英明 講話録「運命自招」 ─ 9



Chapter 10

小樽市春香町 研修所（自宅）

森のなかの三角屋根の家、屋内プール、緑の芝生。

ここは仕事と健康と学びの場。「研修所」と名づけた自宅が、第二の本拠地です。
毎日泳ぎ、緑に囲まれて思索する ── 健康寿命革命の実践者としての日常が、ここから生まれます。

高橋英明 講話録「運命自招」 ─ 10



Chapter 11

倫友と ─ 倫理法人会との25年

札幌中央倫理法人会の初代会長として歩み始め、札幌北・小樽市など道内各地の倫理法人会で講話を続
けてきました。

「朝起きし 昼は朗らか 夜団らん」
倫理が教える日々の積み重ねが、今の自分を作ったと語ります。
得るは捨つるにあり ── 今日は最良の一日。
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Chapter 12 ─ 2023

セブ島ボランティア

フィリピン・セブ島の「JIYU POSTMAN PROJECT 2023」に参加。
植林ボランティアとして木を植える。

健康で動ける身体があるからこそ、世界に貢献できる ── それを82歳で証明する活動です。
「健康寿命革命」は、ただの言葉ではなく、自分自身の身体で示すもの。
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Chapter 13

自己治療力の本質  ─
ナスダック上場企業のEXコンサルタント

NHKスペシャル『“DNAスイッチ”が運命を変える』、
ハーバード大学デビッド・A・シンクレア教授『LIFE SPAN ─ 老いなき世界』 ──
世界の最先端は今、「薬では解決できない自己治療力」へと向かっています。

その一翼を担うナスダック上場企業のエグゼクティブコンサルタントとして、最先端のエビデンスを日
本に届けています。
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Chapter 14

30階からの眺望

札幌の中心、30階のペントハウス。
テレビ塔越しの夕焼け、観葉植物に降り注ぐ朝日。

「美しい景色は、心を整える」
84歳の毎日は、こうして始まり、こうして終わります。
高い場所から街を見下ろすのではなく、街と空に毎日感謝する ── そんな暮らしです。
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Chapter 15

84歳誕生日 ─ 仲間と共に

数字の「84」を抱えて、笑顔いっぱいの誕生日会。

「年齢は数字、若さは生き方」
集まった仲間の笑顔がすべてを物語っています。
11月には85歳。あと何年、何日、何時間の人生が残されているのかは神のみぞ知るところ  ──
ですが、まだまだ走り続けます。
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Chapter 16

倫理法人会に入って感動した言葉
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Epilogue

当たり前の事を 当たり前にやり切れば

「当たり前の事を
  当たり前にやり切れば
    当たり前以上の事が起こる」

倫理に感謝!

ご清聴ありがとうございました。
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